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＜連絡事項＞

· 理事長のノートパソコンが故障していて、急ぎのメールは確認ができない状態。修理に出しているが時間がかかるとの事。

· 田中　静子様～８／３１西病棟より退院予定。通所見学を予定しているとの事で、日程については　

後日連絡あり。

＜外来情報＞

· 平　康子様～娘様よりコレカットレモンを飲むように言われたと話している。主治医より許可がお

り、１本／日飲む事になる。

· 前野　義勝様～幸房に通ってもお金が出ないと話している。生活リズムを考えると通わなければい　　

けない、とも自ら話している。

＜利用者様情報＞

· 種本　サハ様～昨日、グループホームでバルサンを実施するという理由で欠席されている。本日は、

「グループホーム内でみんながきつい口調で私に喋ってくる。今日休みたいで

す。」と青明舎へ連絡あり。通所スタッフ、青明舎スタッフで説得し、来所する事

となる。来所後は本人からの訴えを聞くことで表情は和らいできているが、昼食

は「レストランヘは行きたくない」と話し、デイナイトケアルームにて摂取して

いる。

・杉澤　恵子様～本日、お父様、弟様、本人を交えて通所の必要性について話し合っている。利用日については、お父様より「お金が掛かるから毎日じゃなくていい」と話があるが、弟様より本人の年金額が月6万5千円程度、交通費、医療費を含め月2万円程度の負担である為大丈夫だろうとの助言があり本人、お父様共に通所日については納得されている。

現在、弟様御家族が家を出てからは、家のことをテキパキとこなしており、今の所小火は無く、通所することで自傷行為もなくなったとの事。環境の変化もあり、今現在徐々にテンションが高くなってきていて、睡眠時間が短くなってきている事を心配していると弟様より情報提供あり。今後様子観察していく事を伝えている。

デイケア側としては、来所されたときには手・足の観察、爪きり、タオルを持参してもらい足洗いを行っていく事、保清が出来てきたら運動を進めていく予定である事を伝えている。

＜納涼会について＞

· おにぎり・・・明日11時に出来上がる予定（衛生面を考えて）。小笠原PSW・佐々木SWで取りに　

行き、その後パック詰作業行う。

· 油・・・レストランより貰えるか確認。

· 肉・・・明日9時に取りに行く。（当日手の空いているスタッフが取りに行く）

· 食器・・・本日16時取りに行く。使用後洗わずに返却する事となっているが、食後予定時間が13　　

時頃となる為、終えたら直ぐに返却すること。

· 屋台場所・・・丁半ゲーム　→　デイケアルーム

　　　　　　　　　ダーツ　→　デイナイトケアルーム

　　　　　　　　　スタッフ　→　１階ホール

　　　　　　　　　水鉄砲　→　喫煙所

＜カンファレンスの目的とは＞

1 メンバーの情報交換　②　業務の点検　⇒　看護の質の向上のために行う

· チームとしての統一した方向性を持つ

· 勉教になる

· 看護の実践につながる

· 一つの問題について多職種の視点で考え、ケアの方向性を見いだす

· 入院させずに地域で暮らす為に何が必要か？

· メンバーがより良くなるために

· メンバーの問題の改善　　　　　　　　　　　　　　　

· メンバーが来て良かったと思える場所の提供

③　事例検討

· マニュアルの見直し

· 環境整備

· 利用規約

· プログラム検討

業務とは　→　通所リハビリテーションで行っているすべてを表す


　　患者ケア（本来ならば）

　　　　　

　実践する事で評価できる

今までのカンファレンスでは

業務　→　仕方なくこなすだけ・やらされている・目的なく話す

ケア　→　内容を理解し自分達が行う・聞きたいことがあって話す

上記のように分けて理解している用にとらえてしまう。本来は、業務＝ケアである。

　　　　　

通所のカンファレンス記録は情報交換でしか終わっていなく、患者ケアにたどり着いていない。

記録に残さなければ観察していない、実践していないことになる。

今後は・・・具体的にどのように？今何を行えばよいのか？等互いに意見を出しあっていく。

更に話し合った内容を実践していく為にいつ、誰が、どのようにと具体的に話し合うことで評価につなげる事が出来る。また、統一したケアを行っていく事が出来る。

＜下妻　康貴様ケースカンファ＞

就職斡旋の件でのクレームについて通所スタッフとして何をすれば良かったのか？

対応として・・・クレームがあった時点での速やかな報告

　　　　　　　　訴えを傾聴する

　　　　　　　　部署スタッフ、上司への相談、報告

　　　　　　　　関係機関との情報交換

が望ましいが、実際はカンファレンスを使って情報提供のみで、話し合うことはされていなかった。

今後は・・・ケースがある毎にカンファレンスを利用し皆で話し合い、検討していくことで統一したケアを行っていく。　　　　　　　　










